
 

 

 

 

令和７年７月１７日 

学 校 だ よ り   東京都立石神井特別支援学校 
校長 中島 由美子 

先日はお忙しい中、授業参観へお越しいただきありがとうございました。3 日間でのべ

462人の保護者の皆様にお越しいただき、連絡帳等でお伝えしていることを実際にご覧いた

だくことができました。いつも以上に張りきって力を出し切る一方で、いつもとは違う緊張

感や高揚感から、もてる力を出しきれない場合もありました。次回にご期待いただくととも

にお寄せいただいたアンケートを踏まえて、今後のさらなる改善につなげてまいります。 

明日はいよいよ終業式、一人一人が目標をもって 1学期にたくさんチャレンジしたこと、

その頑張りが素晴らしかったことを互いに認め合いたいと思います。また、44 日間の夏休

みを有意義に過ごせるよう、目標を決めて過ごすことや規則正しい生活で健康な毎日を過ご

すこと、自分でできることは自分で行うこと、何か心配なことや困ったことなどは周りの人

に相談してほしいことなどを約束します。 

また、終業式では校長から各学年代表の児童・生徒へ「学期のまとめ」を手渡します。「学

期のまとめ」は、担任が一人一人のがんばったことやできるようになったことを児童・生徒

の皆さんへ分かりやすい言葉で伝えるものとなっています。今学期の最もがんばったことな

どがベスト写真とともに選ばれています。４月からの学校生活の中で様々なことを学習・体

験、吸収して、皆さんそれぞれに成長が見 

られた１学期でした。毎日のご家庭のご協力 

や地域等関係の皆様の支えがあってこその子 

供たちの成長です。感謝申し上げます。 

 

８月１２日（火）から１８日（月）まで 

学校閉庁日のため職員が不在となります。 

２学期の準備も行いながら教職員もしっかりと心身の充電を図ってまいります。夏季休業中

も連絡や相談などがありましたら、「夏休みの生活について」に記載の連絡先へご連絡をお

願いいたします。休み中も健康にご留意され、よい夏をお過ごしください。 

保護者の皆様・地域の皆様には、４月のスタートから１学期間、本校の教育に御理解・御

協力をいただき、本当にありがとうございました。 

さあ夏休みが始まります。貴重な長期休暇を活用し、心身共にリフレッシュしてください。 

まとまった長いお休みは、お子さんが家庭や地域で様々なことを学ぶよい機会ととらえる

ことができます。２学期のスタートには、少し日焼けした元気な皆さんに会えるのを楽しみ

にしています。夏休みも元気にお過ごしください。       （副校長 佐藤 匡郁） 

夏の芸術鑑賞会       農園芸班の向日葵が 

（東京アカデミック管弦楽団来校）    見頃を迎えました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■中学部１年 一日校外活動 

 ７月８日（火）にラウンドワンスタジアム朝霞店に行き、ボウリング体験をしてきました。

事前学習でスケジュールの確認や、ボウリングの投げ方、ルールについて学習を積み重ねて 

きたことで当日は見通しをもって体験をすることができました。いざ、ゲームが始まるとボー

ルの重さに驚く生徒や、ピンをよく見て倒そうとする生徒の姿を見ることが 

できました。「目指せストライク」を目標に頑張った結果、ストライクやスペアを出すこと 

ができました。生徒たちも充実した表情をしていました。 

 全体を通して、事前学習や普段からの学びの積み重ねが、落ち着いて行動することにつなが 

ったと思えました。とても良い経験ができました。      (中学部１年 押田 修平) 

■小学部６年 移動教室 

 7月１０・11日（木・金）に一泊二日の移動教室に行ってきました。大雨が心配されまし

たが活動中は全く雨も降らず、元気いっぱいに活動することができました。 

 1 日目は日本科学未来館を見学。目を合わせて返事をしてくれるロボットや本物のように

動く犬型ロボットに大興奮、身を乗り出して見学をしていました。宿泊は昨年も利用した

「Bumb東京スポーツ文化館」。友達と一緒にテレビを見たり、お風呂に入ったりなど、いつ

もとは違う生活を満面の笑顔で楽しんでいました。2日目は「葛西臨海水族園」を見学。昨年

はなかった大きなペンギンの水槽に釘付けになり、何十匹もいるペンギンの群れをみて「たく

さんいる！」と声を出したり、「ちゃんと並んで歩いているよ！」と驚いたりしていました。 

 みんなと過ごす楽しさや公共のマナーなど、たくさんのことを学んだ 2 日間。この学びを

今後の生活にも生かせるよう、6年生一丸となって頑張っていきたいと思います。 

（小学部６年 阿部 浩明) 

   


